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ルートＹ グローバル化

現状 ルートX

外国語の習得（ビジネスコミュニケーション水準）
無 有

ビジネス、マネジメントの場で、外国人と「誤
解」「軋轢」少なく意思疎通できる状態

「外国語の習得」よりも「思考と行動」

思
考
と
行
動

世
界（
現
地
）仕
様

国
内
仕
様

通訳

追
加

外
国
人
部
下
を
上
手
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

つ
の
秘
訣

5本
の
組
織
は
「
空
気
」
に
支
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
通

常
、
日
本
人
は
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ

と
を
率
直
に
表
現
す
る
習
慣
が
少
な
く
、

む
し
ろ
、
そ
れ
を
「
適
切
に
」
の
み
込
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
終
身
雇
用
的
慣
行
の
下
で
は
、

同
じ
グ
ル
ー
プ
組
織
の
中
で
「
定
年
ま
で

共
に
働
く
」
こ
と
が
前
提
で
あ
る
た
め
、

人
間
関
係
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
お
互
い

に
気
を
使
う
あ
ま
り
、
率
直
に
表
現
す
る

習
慣
が
薄
れ
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
、
日
本
人
同
士
で
は
、「
お
互

い
に
わ
か
り
合
え
て
当
然
」
と
い
う
前
提

が
あ
る
た
め
、
使
う
言
葉
が
お
の
ず
と

「
解
釈
の
幅
が
広
く
」「
抽
象
的
」
な
も
の

に
な
り
、
具
体
的
な
情
報
や
内
容
が
足
り

な
く
な
り
が
ち
だ
。
こ
う
し
た
言
葉
を
外

国
人
が
聞
い
た
場
合
、
言
葉
自
体
は
理
解

で
き
て
も
、「
意
味
し
て
い
る
内
容
」
や

「
言
外
に
含
ま
れ
る
こ
と
」
ま
で
は
正
し

く
理
解
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。　

　

一
方
で
、「
お
互
い
に
わ
か
り
合
え
て

当
然
」
と
い
う
前
提
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
「
緊
張
感
」
を
下
げ
て
し
ま
う
。

多
く
の
日
本
人
駐
在
員
は
無
意
識
の
う
ち

に
、「
乱
れ
た
日
本
語
」
で
外
国
人
に
話

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
日

本
語
は
、
通
訳
者
が
勉
強
し
た
日
本
語
と

は
随
分
異
な
る
。
話
の
論
理
と
構
成
が
わ

か
り
に
く
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
通
訳
が

「
き
っ
と
こ
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
」
と
自

分
の
解
釈
を
加
え
た
結
果
、
誤
訳
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

日

具
体
的
な
言
葉（
日
本
語
）で

論
理
的
に
率
直
に
表
現
す
る

1

本
の
本
社
で
自
分
に
適
用
さ
れ
て

い
る
人
事
制
度
に
つ
い
て
、
正
確

に
理
解
し
て
い
る
日
本
人
は
管
理
職
で
す

ら
と
て
も
少
な
い
と
い
う
の
が
実
情
だ
。

自
分
の
評
価
や
報
酬
の
決
ま
り
方
に
つ
い

て
一
度
は
関
心
を
持
っ
て
調
べ
た
り
聞
い

た
り
す
る
が
、
し
だ
い
に
「
よ
く
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
感
覚
に
陥
り
、
徐
々
に
関

心
が
薄
れ
て
い
く
人
が
多
い
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
感
覚
と
実
情
を

ベ
ー
ス
に
海
外
に
赴
任
し
、
外
国
人
部
下

か
ら
信
頼
を
失
い
苦
労
し
て
い
る
日
本
人

駐
在
員
は
多
く
存
在
す
る
。

　

外
国
人
部
下
は
、
上
司
は
「
採
用
権
」

「
評
価
権
」「
解
雇
権
」
の
三
つ
の
権
限
を

持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
毎
年
の

「
評
価
権
」
を
持
っ
て
い
る
上
司
が
、
自

分
に
適
用
さ
れ
る
人
事
制
度
の
内
容
を
知

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
通
常
あ
り
え
な
い

こ
と
な
の
だ
。
さ
ら
に
、
自
分
の
過
去
の

評
価
結
果
と
理
由
、
現
在
の
報
酬
額
に
つ

い
て
上
司
が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
た

い
へ
ん
考
え
に
く
い
こ
と
と
言
え
る
。

　

外
国
人
部
下
に
適
用
さ
れ
る
人
事
制
度

の
内
容
を
熟
知
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
人
上
司

は
、
外
国
人
部
下
に
か
か
わ
る
人
事
上
の

基
本
デ
ー
タ
を
手
元
に
フ
ァ
イ
ル
で
持
つ

日

外
国
人
部
下
に
適
用
さ
れ
る
人
事

制
度
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る

2 特に新興国で、日本人が外国人部下をうまく
マネジメントするための「現実解」は、ビジネ
スレベルの外国語習得を目指すのではなく
（下図の「ルートX」）、外国人と「誤解」や「軋
轢」少なくわかり合える「世界仕様の思考と行
動」を新しい習慣として身に付けることであ
る（下図の「ルートＹ」）。海外で強く求められ
る代表的な５つの行動を紹介する。
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身
雇
用
的
慣
行
が
続
く
日
本
の
大

企
業
で
は
、
社
員
の
意
思
で
退
職

を
促
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
上
司
が
部
下

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
さ
を
理
由
に
退

職
勧
奨
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

会
社
は
（
退
職
勧
奨
を
含
め
）
社
員
を

「
選
別
」
し
、
社
員
は
自
分
に
ふ
さ
わ
し

い
働
く
場
所
を
「
選
択
」
す
る
、
と
い
う

二
つ
の
観
点
で
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
い
え
る
。

　

日
本
企
業
で
は
、
会
社
は
「
選
別
」
せ

ず
、
社
員
も
「
選
択
」
し
な
い
。
外
国
企

業
で
は
、
会
社
は
「
選
別
」
し
、
社
員
も

「
選
択
」
す
る
。
そ
し
て
、
海
外
の
日
系

企
業
で
は
、
会
社
は
「
選
別
」
せ
ず
、
社

員
は
「
選
択
」
す
る
。
つ
ま
り
、
会
社
は

社
員
に
選
択
さ
れ
っ
ぱ
な
し
な
の
だ
。　

　

し
か
も
、
選
択
し
て
い
る
社
員
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
「
で
き
る
社
員
」
で
あ

る
。「
で
き
な
い
社
員
」
が
ぬ
る
ま
湯
状

態
の
組
織
に
、「
で
き
る
社
員
」
は
魅
力

を
感
じ
な
い
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
で

き
な
い
人
材
の
純
度
が
徐
々
に
高
ま
る
。

　

海
外
で
は
終
身
雇
用
的
慣
行
は
な
い
の

で
、「
選
別
」
と
「
選
択
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
確
保
す
れ
ば
、
経
済
合
理
性
が
高
く
、

人
件
費
が
メ
タ
ボ
化
し
な
い
コ
ス
ト
体
質

の
強
い
経
営
が
で
き
る
。
明
確
な
基
準
に

照
ら
し
て
、
日
本
で
経
験
が
な
い
「
選

別
」
を
行
う
こ
と
が
、
日
本
人
上
司
に
と

っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
。

本
人
は
同
調
と
協
調
を
好
む
た

め
、
会
議
な
ど
の
場
で
、
他
人
と

違
う
考
え
や
反
対
意
見
を
あ
ま
り
表
現
し

な
い
。
そ
の
た
め
、
異
な
る
考
え
や
反
対

意
見
を
受
け
る
機
会
や
経
験
が
非
常
に
少

な
い
。

　

他
方
、
外
国
人
の
行
動
の
ベ
ー
ス
は

「
主
張
」
に
あ
る
。
主
張
の
際
は
「
反
対

さ
れ
る
」
こ
と
も
「
賛
成
さ
れ
る
」
こ
と

も
あ
る
と
考
え
る
。
日
本
人
が
海
外
に
赴

任
す
る
と
、
外
国
人
部
下
の
異
な
る
考
え

や
反
対
意
見
を
正
面
か
ら
受
け
る
こ
と
は

日
常
茶
飯
事
に
な
る
。
し
か
し
、
日
本
で

ほ
と
ん
ど
経
験
が
な
い
た
め
、
多
く
の
場

合
、
相
手
の
考
え
や
意
見
を
感
情
的
に
拒

否
し
、
条
件
反
射
的
に
自
分
の
考
え
を
押

し
付
け
る
行
動
を
取
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
行
動
を
取
っ
て
い
る
か
ぎ

り
、「
議
論
」
は
起
き
な
い
。
対
話
の
中

で
自
分
と
異
な
る
考
え
、
反
対
意
見
を
感

じ
た
瞬
間
、
ペ
ン
を
握
っ
て
、
相
手
の
主

張
内
容
の
メ
モ
を
取
り
、
そ
の
内
容
を
自

ら
復
唱
し
、
相
手
と
一
緒
に
確
認
す
る
行

動
を
取
る
こ
と
が
重
要
だ
。
相
手
の
考
え

や
意
見
を
「
正
し
く
理
解
す
る
」
こ
と

が
、
議
論
の
条
件
に
な
る
。

日終
異
な
る
考
え
や
反
対
意
見
を
感
情

的
に
拒
否
せ
ず
、正
し
く
理
解
す
る

3
人
材
を
選
別
す
る

5

ら
か
と
い
う
と
「
で
き
る
社
員
」
で
あ

る
。「
で
き
な
い
社
員
」
が
ぬ
る
ま
湯
状

態
の
組
織
に
、「
で
き
る
社
員
」
は
魅
力

を
感
じ
な
い
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
で

き
な
い
人
材
の
純
度
が
徐
々
に
高
ま
る
。

海
外
で
は
終
身
雇
用
的
慣
行
は
な
い
の

で
、「
選
別
」
と
「
選
択
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
確
保
す
れ
ば
、
経
済
合
理
性
が
高
く
、

人
件
費
が
メ
タ
ボ
化
し
な
い
コ
ス
ト
体
質

の
強
い
経
営
が
で
き
る
。
明
確
な
基
準
に

照
ら
し
て
、
日
本
で
経
験
が
な
い
「
選

別
」
を
行
う
こ
と
が
、
日
本
人
上
司
に
と

っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
。

本
の
大
企
業
の
多
く
は
、「
成
果

主
義
」
と
い
う
名
の
人
事
制
度
の

下
で
目
標
管
理
を
行
い
、
部
下
は
上
司
と

面
談
し
、
毎
年
、
目
標
に
つ
い
て
合
意
す

る
。
だ
が
実
際
は
合
意
し
た
目
標
以
外
の

「
見
え
な
い
要
素
」
で
評
価
す
る
「
成
果

主
義
〝
風
味
〞」
に
な
っ
て
い
る
。

こ
と
が
大
切
に
な
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人

部
下
全
員
の
労
働
契
約
内
容
も
理
解
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
海
外
で
は
上
司
の
位

　

大
企
業
の
管
理
職
社
員
に
対
し
て
「
上

司
と
合
意
し
た
目
標
の
達
成
度
合
い
で
自

分
の
評
価
は
何
％
く
ら
い
決
ま
っ
て
い
る

と
思
う
か
」
と
質
問
す
る
と
、
平
均
的
な

回
答
は
「
30
％
」。
残
り
の
「
70
％
」
は

上
司
の
「
好
き
嫌
い
」「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」

「
主
観
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。
日
本
企
業

の
人
事
の
特
徴
は
、
明
示
的
な
評
価
基
準

を
持
た
ず
、
社
内
で
起
こ
り
う
る
不
協
和

音
を
最
小
化
し
な
が
ら
「
そ
れ
な
り
の
人

材
」
を
登
用
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
外
国
人
部
下
を

評
価
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
30
％
し

か
評
価
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
に
外
国

人
部
下
は
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い
。
期
初

に
上
司
と
確
認
し
た
こ
と
以
外
の
基
準
は

「
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
」
の
よ
う
な
も
の

で
納
得
感
に
欠
け
る
。
上
司
と
確
認
す
る

「
目
標
」
や
「
期
待
さ
れ
る
行
動
」
な
ど

の
「
基
準
」
に
沿
っ
て
自
分
の
評
価
が
約

95
％
決
ま
る
と
い
う
の
が
普
通
の
感
覚

だ
。
上
司
の
「
裁
量
」
が
認
め
ら
れ
る
の

は
、
通
常
5
％
程
度
と
い
え
る
。

置
づ
け
と
役
割
の
性
質
が
日
本
と
は
大
き

く
異
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

日

評
価
基
準
を
明
確
に
す
る

（
＝「
３０
％
感
覚
」か
ら「
９５
％
感
覚
」に
シ
フ
ト
す
る
）
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